


2



3



4



5



6



7



8



9



Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

1122
月月
11
日
㈰
～

日
㈰
～
３３
月月
3311
日
㈪
日
㈪

～くにびき地区本部の取り組み～農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。
「
松
江
大
根
島
牡
丹
」を
春
節
前
の
台
湾
で
Ｐ
Ｒ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
北
市
最
大
の
花
市
で
展
示
販
売

令
和
６
年
度
「
松
江
大
根
島
牡
丹
」
鉢
品
評
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
表
彰
式
を
開
催

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
、
松
江
市
、

安
来
市
な
ら
び
に
中
海
・
宍
道
湖
・
大

山
圏
域
関
係
者
、
松
江
大
根
島
牡
丹
協

議
会
と
と
も
に
台
湾
を
訪
れ
、
台
北
市

で
春
節
（
旧
正
月
）
前
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
１
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
台
北
市
最
大
の
花
市
『
建
国
花
市
』

に
「
松
江
大
根
島
牡
丹
」
を
出
展
し
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

　

牡
丹
は
、
台
湾
で
珍
重
さ
れ
人
気
の
高
い
花
で
あ
り
な
が
ら
、
気
候
が
必
ず
し
も

栽
培
に
適
し
て
い
な
い
た
め
多
く
は
出
回
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
会
場
に
並
ぶ
牡
丹

は
来
場
者
を
魅
了
し
、
こ
の
花
市
で
不

可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
松
江
大
根
島
牡
丹
」
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
開
会
式
や
牡
丹
と
国
産
花
き
を
使
用

し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で

賑
わ
い
、
足
を
止
め
て
写
真
を
撮
る
姿

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

八
束
特
産
事
業
所
の
平
塚
敬
樹
所
長

は
「
富
貴
の
花
と
し
て
人
気
の
牡
丹
を
、

建
国
花
市
へ
松
江
市
と
協
力
し
平
成
21

年
度
か
ら
継
続
し
て
展
示
・
販
売
を
行

い
、
牡
丹
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
き
た
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
台
湾
の

人
々
の
評
価
も
高
く
な
り
、
認
知
度
向

上
に
繋
が
っ
た
。
今
後
も
継
続
し
て
台

湾
で
の
牡
丹
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

東
京
の
フ
ラ
ワ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

ジ
ャ
パ
ン
大
田
市
場
で
、
12
月
２
日
か

ら
６
日
に
行
わ
れ
た『
令
和
６
年
度「
松

江
大
根
島
牡
丹
」
鉢
品
評
会
』
に
お
い

て
各
賞
を
受
賞
し
た
生
産
者
を
称
え
、

松
江
大
根
島
牡
丹
協
議
会
（
足
立
利
人

会
長
・
49
名
）、
松
江
市
な
ら
び
に
Ｊ

Ａ
関
係
者
が
集
ま
り
１
月
９
日
、
八
束

支
店
で
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
品
評
会
は
「
松
江
大
根
島
牡
丹
」

の
鉢
物
生
産
技
術
を
向
上
し
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
で
販

売
体
制
を
確
立
、
生
産
振
興
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
仲
卸
業
者
が
審
査
す
る
も
の
。

　

冒
頭
、
足
立
会
長
が
「
生
産
者
の
減
少
に
伴
い
生
産
量
も
減
っ
て
き
て
い
る
。
少

し
で
も
長
く
『
大
根
島
牡
丹
』
の
生
産
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
た
後
、
受
賞

者
に
賞
状
及
び
副
賞
が
授
与
さ
れ
、
協
議
会
員
か
ら
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

松
江
市
長
賞
を
受
賞
し
た
渡
部
卓
郎
さ
ん
は
「
今
回
は
早
く
植
え
付
け
た
こ
と
で

し
っ
か
り
と
根
が
張
り
、
良
い
仕
上
が
り
に
繋
が
っ
た
と
思
う
。
今
後
も
良
い
品
質

の
牡
丹
の
生
産
に

向
け
て
努
力
し
ま

す
」
と
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、
く
に
び

き
地
区
本
部
長
賞

を
受
賞
し
た
渡
部

文
明
さ
ん
は
「
昨
年

に
続
い
て
、
今
年
も

受
賞
で
き
嬉
し
く

思
う
。
一
つ
一
つ
丁

寧
に
育
て
る
心
が

け
を
続
け
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

フラワーアレジメントに取り組む様子

販売の様子

松江市長賞を受賞した品種と同じ「黄冠」(イメージ)

販売の様子

(前列左から)渡部卓郎さん、足立会長、渡部文明さん
(後列左から)松本さん、由志園アグリファーム㈱

賞　名 品種名 氏　名

松江市長賞 黄　冠 渡部　卓郎

フラワーオークションジャパン
社長賞 和人形 松本　悠太

大田市場花き部仲卸協同組合
奨励賞 帝　冠 由志園アグリ

ファーム㈱
島根県農業協同組合
くにびき地区本部長賞 島　錦 渡部　文明

(敬称略)
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令
和
６
年
度
集
落
座
談
会
を
１
月
26
日
か
ら
２
月
19
日
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
管
内
の
各
地
区
32
会
場
で
開
催
し
、
様
々
な
ご
意
見
や
ご
質
問
、
ご
要
望

を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

座
談
会
で
は
質
疑
応
答
に
先
立
ち
、「
事
業
概
況
」

や
、
令
和
４
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
第
３
次

中
期
経
営
計
画
」、「
第
３
次
農
業
戦
略
実
践
３
ヵ
年

営
農
計
画
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。

　

さ
ら
に
会
場
ご
と
に
、
地
域
の
情
報
や
、
要
望
に

沿
っ
た
内
容
を
取
り
上
げ
お
伝
え
し
ま
し
た
。
ま
た

一
部
の
会
場
で
は
、
合
同
会
社
弐
百
円
の
協
力
に
よ

り
、「
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
」
に
つ
い
て
情
報
提
供
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

座
談
会
終
了
後
に
は
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
、
ご

要
望
を
集
約
し
て
、
今
後
の
事
業
運
営
に
反
映
す
る

よ
う
検
討
し
、
詳
細
は
し
ま
ね
び
よ
り
３
月
号
に
掲

載
す
る
予
定
で
す
。

集
落
座
談
会
が
ス
タ
ー
ト
！

　
事
業
概
況
や
営
農
計
画
な
ど
に
つ
い
て
説
明

回数 日　付 主な内容 回数 日　付 主な内容
１ ３月12日(水) 開講オリエンテーション/じゃがいもの定植 10  ７月23日(水) 農家視察①　
２ ３月26日(水) 野菜等作付方針の確認/定植準備 11  ８月27日(水) 果菜類整枝管理方法/管理・収穫

３ ４月９ 日(水) 果菜類の作り方(トマト・キュウリ・ナス・ピー
マン・スイカ)/定植準備 12  ９月10日(水) くにびき重点品目・共販のしくみ/管理・収穫

４ ４月23日(水) 鳥獣害対策講座/定植(果菜類) 13  ９月24日(水) 秋冬野菜の作り方①/定植
５ ５月７ 日(水) 果菜類・花の作り方①/定植(果菜類・花) 14 10月８ 日(水) 秋冬野菜の作り方②/定植
６ ５月21日(水) 果菜類・花の作り方②/定植(果菜類・花) 15 10月22日(水) 玉ねぎの栽培について/定植
７ ６月11日(水) 出荷者登録と出荷方法について/定植(果菜類・花) 16 11月12日(水) 農家視察②
８ ６月25日(水) サツマイモの栽培/定植 17 11月19日(水) 栽培計画書の作成/収穫
９ ７月９ 日(水) 農薬散布について/管理・収穫 18 12月10日(水) 意見交換・閉講式

※天候等によりカリキュラムは変更となる場合があります。

《日　　程》《日　　程》

《場　　所》《場　　所》

《定　　員》《定　　員》

令和７年３月より毎月２回程度（第２・４水曜）
午前９時～ 12時
松江市東出雲町錦浜　中海干拓
（中海干拓研修センター及び中海干拓地圃場）
20名（申込多数の場合は、書類選考にて塾生を
決定いたします。）

《参 加 費》《参 加 費》
《申込方法》《申込方法》

《提出期限》《提出期限》

20,000 円／年間
グリーン・グリーンショップ各
店にてご記入いただくか、右記
のQRコードからお申し込みく
ださい。
令和７年３月５日（水）

《参加資格》《参加資格》 会員登録をして出荷している方でより栽培技術を磨きたい方。新たに産直出荷を目指して栽培技術を学習したい方。

　農業に興味がありＪＡの「産直コーナー」へ出荷をいただける方、「売れる」農産物を中心に、品質向
上や栽培技術を磨きたい出荷者協議会員の方を募集します。

さんちょく営農塾「第10期」塾生募集さんちょく営農塾「第10期」塾生募集！！

産直資材課　TEL：55-3034　FAX：32-7782お問い合わせ

だ
ん
だ
ん

だ
ん
だ
ん  

お
か
げ
さ
ま

お
か
げ
さ
ま
でで
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合
1010
年年

農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。

津田

八雲

島根 川津

©よい食P

〔〔講義講義〕〕

【平田 和哲氏】株式会社山陽種苗　生産指導部長　シードアドバイザー
　島根県内の農家のアドバイザーとして厚い信頼があり、各地の栽培講習会で講義を行ってきた。
講師として指名されることもしばしば。栽培のみならず、産直で売れる農産物の指導も人気のひとつ。

〔講師〕〔講師〕
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紙
　
　
　
　
　
　
袋

品　　　　種 等級
既精算
単価

（30kg)

前渡金
単価 

（３０kg)

最終精算
単価 

(30kg)

紙袋最終
価格 

（30kg)

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
米

ハナエチゼン

１等 5,650 125 229.63 6,004.63

２等 5,450 125 229.63 5,804.63

３等 4,950 125 229.63 5,304.63

つきあかり

１等 5,650 125 229.63 6,004.63

２等 5,450 125 229.63 5,804.63

３等 4,950 125 229.63 5,304.63

コシヒカリ

１等（1.9上）6,100 125 229.63 6,454.63

１等（基準） 6,000 125 229.63 6,354.63

２等 5,800 125 229.63 6,154.63

３等 5,300 125 229.63 5,654.63

つや姫
（ST）

１等（1.9上）6,500 125 229.63 6,854.63

１等（基準） 6,400 125 229.63 6,754.63

２等 6,200 125 229.63 6,554.63

3等 5,450 125 229.63 5,804.63

きぬむすめ

１等（1.9上）6,100 125 229.63 6,454.63

１等（基準） 6,000 125 229.63 6,354.63

２等 5,800 125 229.63 6,154.63

３等 5,300 125 229.63 5,654.63

一
般
米

その他うるち

１等 4,950 125 229.63 5,304.63

２等 4,750 125 229.63 5,104.63

３等 4,250 125 229.63 4,604.63

銘柄もち

１等 6,500 125 229.63 6,854.63

２等 6,050 125 229.63 6,404.63

３等 5,550 125 229.63 5,904.63

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

品　　　　種 等級
既精算
単価 

（㎏）

前渡金
単価 

（㎏）

最終精算 
単価 

（㎏）

CE最終
価格

30kg換算

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
米

ハナエチゼン １等 186.00 4.16 22.14 6,369.00

つきあかり １等 181.00 4.16 27.14 6,369.00

コシヒカリ １等（1.9上） 193.00 4.16 30.14 6,819.00

つや姫（ST） １等（1.9上） 212.00 4.16 24.47 7,218.90

きぬむすめ １等（1.9上） 199.00 4.16 24.14 6,819.00

ラ
ッ
ク
倉
庫

品　　　　種 等級
既精算
単価 

（㎏）

前渡金
単価 

（㎏）

最終精算 
単価 

（㎏）

ラック
最終価格 

30kg換算

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
米

ハナエチゼン
１等 191.69 4.16 7.869 6,111.57

２等 184.69 4.16 7.869 5,901.57

つきあかり

１等 191.69 4.16 7.869 6,111.57

２等 184.69 4.16 7.869 5,901.57

３等 168.69 4.16 7.869 5,421.57

コシヒカリ

１等（1.9上） 206.69 4.16 7.869 6,561.57

２等 196.69 4.16 7.869 6,261.57

３等 179.69 4.16 7.869 5,751.57

つや姫
（ST）

１等（1.9上） 219.69 4.16 7.869 6,951.57

２等 209.69 4.16 7.869 6,651.57

3等 184.69 4.16 7.869 5,901.57

きぬむすめ

１等（1.9上） 206.69 4.16 7.869 6,561.57

２等 196.69 4.16 7.869 6,261.57

３等 179.69 4.16 7.869 5,751.57

令和５年産米最終精算価格一覧

令和５年産島根米共同計算収支報告書(くにびき地区本部）

令和₅年産米の販売完了に伴い、下記のとおり最終精算を行いました。 ●精算金入金日：令和₆年12月26日
（単位：円）

（税込）

左記本店販売精算金を基に最終精算を
行いました。
最終精算お支払い金額は459.26円/俵
(229.63円/30kg)です。
精算残金2,080円は令和6年産島根米共
同計算へ繰越します。

（税込）

収入・支出項目 合　　計

JAしまね本店扱い販売数量 2,423.94 トン

費　目

収　入

販売代金 7,052 円／ 30kg

その他 97.5 円／ 30kg

合計　Ａ 7,149.5 円／ 30kg

支　出

概算金償還 6,171 円／ 30kg

流通・保管等に係わる経費 271.5 円／ 30kg

手数料 ( 全農・ＪＡ ) 7.5 円／ 30kg

生産・集荷・販売等に係る経費 43 円／ 30kg

監査委員会費用 0.5 円／ 30kg

その他 33.5 円／ 30kg

合計　Ｂ 6,527 円／ 30kg

収入―支出　Ｃ＝Ａ－Ｂ 622.5 円／ 30kg

都度精算　Ｄ 225 円／ 30kg

※�令和5年産米については、令和6年3月に最終精算前渡金をお
支払いしております。
※カントリーは全てＪＡ米、1等格付け相当にて精算を行います。
※カントリーの既精算単価には調整払い（2次払い）単価も含み
　ます。
※ラック倉庫の既精算単価は2次払いを含みます。

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

1122
月月
11
日
㈰
～

日
㈰
～
３３
月月
3311
日
㈪
日
㈪

～くにびき地区本部の取り組み～農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。
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だ
ん
だ
ん

だ
ん
だ
ん  

お
か
げ
さ
ま

お
か
げ
さ
ま
でで
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合
1010
年年

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
12
月
16
日
、
サ
ン
ラ
ポ
ー

む
ら
く
も
で
松
江
市
と
の
農
業
情
勢
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
上
定
昭
仁
松
江
市
長
を
は
じ
め
、
講
武

直
樹
・
山
根
幸
二
副
市
長
な
ど
松
江
市
関
係
者
８
名

と
、
当
地
区
本
部
の
役
職
員
８
名
が
出
席
。
冒
頭
、

越
野
浩
昭
本
部
長
が
「
本
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
し
ば
ら

く
中
断
し
て
い
た
が
、
松
江
市
と
Ｊ
Ａ
が
情
報
共
有

し
、
農
業
振
興
に
つ
い
て
連
携
を
深
め
る
場
と
し
て

重
要
で
あ
る
。
松
江
市
農
業
の
発
展
に
向
け
て
意
見

交
換
を
行
い
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
懇
談
会
で
は
、
当
地
区
本
部
の
「
第
３
次

農
業
戦
略
実
践
３
ヵ
年
営
農
計
画
」
に
つ
い
て
令
和

５
年
度
の
進
捗
を
報
告
。
ま
た
、
今
年
度
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
た
「
有
害
鳥
獣
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

「
八
束
特
産
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
現
状
の
課

題
と
取
り
組
み
を
説
明
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
８
月
に
松
江
市
農
政
会

議
と
提
出
し
た
「
鳥
獣
害
対
策
に

係
る
支
援
措
置
に
関
す
る
要
望
書
」

の
内
容
に
併
せ
、
対
策
支
援
の
方

向
性
を
再
確
認
。
牡
丹
生
産
に
つ

い
て
も
、
め
ざ
す
姿
と
振
興
計
画

に
つ
い
て
再
検
討
を
行
い
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
定
市
長
は
「
松
江
市
の
農
業
振

興
を
進
め
る
た
め
に
は
、
情
報
共
有

や
意
見
交
換
の
場
が
必
要
で
あ
る
と

改
め
て
感
じ
た
。
今
後
よ
り
一
層
、

松
江
市
と
Ｊ
Ａ
、
関
係
機
関
で
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
12
月
27
日
、
当
地
区
本
部

の
会
議
室
で
「
令
和
６
年
産
く
に
び
き
飼
料
用
米
多

収
コ
ン
テ
ス
ト
」
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
生
産
技
術
面
か
ら
他
の
模
範

と
な
る
飼
料
用
米
生
産
者
を
表
彰
し
、
意
欲
高
揚
と

技
術
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
初
め
て
実

施
し
た
も
の
。松
江
市
内
の
飼
料
用
米
作
付
圃
場
で
、

「
み
ほ
ひ
か
り
」
を
対
象
と
し
た
10
ａ
あ
た
り
の
収

量
を
競
い
、
上
位
３
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
当
地
区
本
部
の
越
野
浩
昭
本
部
長
が
「
本

年
は
酷
暑
を
は
じ
め
、
様
々
な
防
除
が
必
要
と
な
り

農
業
情
勢
が
厳
し
い
中
、
収
量
増
強
に
取
り
組
み
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨
拶
。
そ
の

後
、受
賞
者
に
賞
状
及
び
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
位
に
輝
い
た
吉
岡
幸
二
さ
ん
（
上
佐
陀
町
）
は

「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
光
栄
に
思
う
。
収
量

増
加
の
た
め
に
は
水
管
理
や
防
除
な
ど
、
栽
培
の
基

本
を
守
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
に
思
う
。
今
後
も
基

本
に
忠
実
に
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

松
江
市
と
の
農
業
情
勢
懇
談
会
を
開
催

「
令
和
６
年
度
く
に
び
き
飼
料
用
米

多
収
コ
ン
テ
ス
ト
」表
彰
式
を
開
催
！

(前列左から)福田さん、吉岡さん、石本さん

懇談会の様子

農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り　組んでいます。

順位 名前（地区）
１位 吉岡　幸二(上佐陀町)
２位 福田　泰明(下佐陀町)
３位 石本　　努(東出雲町) (敬称略)
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水
引
細
工
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
に
挑
戦
！

　
～
サ
ン
サ
ン
女
子
大　
第
８
回
講
座
～

　

く
に
び
き
サ
ン
サ

ン
女
子
大
は
１
月
18

日
、
教
育
文
化
セ
ン

タ
ー
Ｓ
ａ
ｎ
・
ｓ
ａ
ｎ

館
で
「
水
引
ア
ク
セ

サ
リ
ー
」
講
座
を
実

施
し
、
28
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

同
講
座
は
、
山
陰
中
央
新
報
文
化
セ
ン
タ
ー
と
提

携
し
て
、
い
ず
も
ひ
と
え
の
山
中
康
子
氏
を
講
師
に

迎
え
、
水
引
細
工
を
用
い
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
に

挑
戦
。
水
引
は
日
本
の
伝
統
的
な
飾
り
紐
で
、
結
び

方
に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
り
、
見
た
目
の
美
し
さ
と

と
も
に
相
手
へ
の
思
い
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
す
。
学
生
た
ち
は
「
あ
わ
じ
結
び
」
の
結
び

方
を
教
わ
り
、
お
互
い
に
確
認
し
合
い
な
が
ら
水
引

細
工
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

学
生
は
「
水
引

を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、

家
で
も
や
っ
て

み
た
い
と
思
っ

た
」「
色
の
合
わ

せ
方
で
全
く
違

う
印
象
の
仕
上

が
り
に
な
り
、
た

く
さ
ん
作
っ
て

み
た
く
な
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

1122
月月
11
日
㈰
～

日
㈰
～
３３
月月
3311
日
㈪
日
㈪

～くにびき地区本部の取り組み～組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて  取り組んでいます。

椅
子
ヨ
ガ
講
座
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

　
　
　
　
～
健
康
グ
ル
ー
プ
～

　

く
に
び
き
女
性
部
健
康
グ
ル
ー
プ
（
山
根
静
枝
代
表
）

は
１
月
15
日
、
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
椅
子
ヨ
ガ
講
座

を
開
催
し
、
22
名
の
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
田
邊
千
恵
氏

が
資
料
を
見
な
が
ら
ヨ
ガ
と
そ
の
目
的
、
効
果
に
つ
い

て
説
明
。
部
員
は
、
自
分
で
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
呼

吸
に
意
識
を
向
け
て
自
律
神
経
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

と
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
き
放
た
れ
、
免
疫
系
、
ホ
ル
モ

ン
系
も
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
学
び
ま
し
た
。

　

実
践
で
は
、
水
が
流
れ
る
心
地
よ
い
音
を
聞
き
な
が

ら
、
目
を
閉
じ
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
、
首
か
ら

肩
、
足
首
ま
で
呼
吸
に
あ
わ
せ
て
力
を
加
え
た
り
緩
め

た
り
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
田
邊
講
師
は
「
体
の
感
じ

方
の
違
い
を
意
識
し
て
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
体
に
覚
え
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
声
を
掛
け
、
最

後
に
、
日
頃
か
ら
外
に
向

く
こ
と
が
多
い
意
識
を
自

分
の
内
側
に
向
け
る
時
間

を
持
つ
こ
と
、
今
日
体
験

し
た
ヨ
ガ
を
無
理
せ
ず
続

け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
「
今

ま
で
知
っ
て
い
る
ヨ
ガ
と

違
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し

た
。
身
体
が
す
ご
く
楽
に

な
っ
た
」「
椅
子
に
座
っ

て
な
の
で
無
理
な
く
で
き

た
。
毎
日
少
し
で
も
続
け

て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

椅子ヨガを体験

あわじ結びを用いた
ハートのキーホルダーとイヤリング

水引の結び方を見せる山中氏(中央)と学生

講習会の様子

　

津
田
支
店
運
営
委
員
会
（
金
森

達
央
委
員
長
）
は
１
月
28
日
、
同

支
店
３
階
会
議
室
で
「
春
・
夏

野
菜
栽
培
講
習
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

以
前
は
地
区
に
分
か
れ
て
行
っ

て
い
た
同
講
習
会
は
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
開

催
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
講
習
会
の
再
開
を
求

め
る
声
が
多
く
、
同
支
店
管
内
地
区
合
同
で
久
し
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
㈱
山
陽
種
苗
の
平
田
和
哲
生
産
指
導
部
長

を
講
師
に
迎
え
、
同
支
店
管
内
か
ら
26
名
と
さ
ん
ち
ょ

く
営
農
塾
生
５
名
が
参
加
。
講
習
会
で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
春
・
夏
野
菜
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
ご
と
に
定
植
や
収
穫
の
ポ
イ

ン
ト
、
病
害
虫
の
防
除
な
ど
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
講
習
会
の
内
容
に
対
す
る
質
問
に
加

え
て
、
実
際
に

栽
培
を
す
る
中

で
の
疑
問
な
ど
、

多
く
の
質
問
が

出
ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
知

ら
な
か
っ
た
こ

と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
勉
強
に

な
っ
た
。
ま
た

開
催
し
て
ほ
し

い
」「
今
日
聞
い

た
内
容
を
意
識

し
て
栽
培
に
臨

み
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

春
・
夏
野
菜
の
栽
培
講
習
会
を
開
催

  

～
津
田
支
店
運
営
委
員
会
～
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だ
ん
だ
ん

だ
ん
だ
ん  

お
か
げ
さ
ま

お
か
げ
さ
ま
でで
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
統
合
1010
年年

　

く
に
び
き
地
区
本
部
と
１
７
０
の
企
業
・
団
体
な
ど

で
構
成
す
る
「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
く
に
び
き
地
区
本
部
燦

燦
会
」（
松
浦
嘉
昭
会
長
）
は
１
月
30
日
、
ホ
テ
ル
玉

泉
で
新
年
賀
会
を
開
催
し
、
73
の
企
業
・
団
体
よ
り

１
０
４
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
松
浦
会
長
が
「
多
数
の
ご
出
席
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
会
が
こ
の
よ
う
に
大
き

く
発
展
し
続
け
て
い
る
の
は
、
何
よ
り
も
会
員
の
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、
自
助
努
力
だ
け
で
は
到
底
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
深
く
感
じ
て
い
ま
す
。
本
年
も
一
致
協
力

し
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
。

続
い
て
、
顧
問
を
務
め
る
越
野
浩
昭
本
部

長
が
「
燦
燦
会
は
、
会
員
相
互
が
会
社
・

団
体
の
規
模
や
役
職
に
関
わ
ら
ず
、
相
互

交
流
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
等
自
由
に

お
使
い
い
た
だ
け
る
場
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
当
地
区
本
部
の
応
援
団

と
し
て
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
員
は
情
報
交
換
す
る
な
ど

積
極
的
に
交
流
し
、
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
ま
た
余
興
で
は
、
会
員
が
持
ち
寄
っ

た
豪
華
賞
品

が
当
た
る
「
福

引
き
大
会
」
や

「
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
」
を
行

い
、
会
場
が

一
体
と
な
っ

て
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

燦
燦
会
が
新
年
賀
会
を
開
催
！

　
　
　
　
　
　
　
～
連
携
を
深
め
地
域
活
性
化
へ
～福引き大会で「会長特別賞」を手渡す

松浦会長(右)と当選者

じゃんけん大会の様子

アンパンマンたちと一緒に踊る参加者(Ⓒやなせたかし／フレーベル館・ＴＭＳ・ＮＴＶ)

挨拶する越野本部長(中央)

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぼ
う

「
Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
開
催

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
は
11
月
30
日
、
く
に
び
き

メ
ッ
セ
で
、「
Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
、
家
族
で
一
緒
に
交
通
安
全
を
考
え

る
機
会
を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
な
生
活
を
送
る

た
め
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
実

施
。今
回
は
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
の
統
合
10
年
記
念
と
し
て
、松
江
・

安
来
・
雲
南
・
隠
岐
地
区
を
対
象
に
合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

く
に
び
き
地
区
本
部
管
内
が
会
場
に
な
る
の
は
６
年
ぶ
り

で
、
午
前
午
後
の
部
に
分
か
れ
、
約
１
，４
０
０
名
の
親

子
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
当
地
区
本
部
の
越
野
浩
昭
本
部
長
が
「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
、
ご
家
族
ご
一
緒
に
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
や
マ
ナ
ー
な
ど
の
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
今
一
度
高
め
て
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、
ア
ン
パ

ン
マ
ン
が
登
場
す
る
と
大
き
な
歓
声
が
上

が
り
、
子
ど
も
た
ち
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
た

ち
と
一
緒
に
楽
し
く
交
通
ル
ー
ル
や
交
通

マ
ナ
ー
を
学
び
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
最

後
に
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
た
ち
と
の
握
手
会

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
は
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が

大
好
き
な
の
で
、
こ
の
よ
う
に
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
学
ば

せ
て
も
ら
え
る
の
は

嬉
し
い
」「
ア
ン
パ

ン
マ
ン
に
会
え
て
嬉

し
か
っ
た
！
『
赤
は

止
ま
る
、緑
は
歩
く
』

覚
え
た
よ
！
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて  取り組んでいます。

～くにびき地区本部の取り組み～
地域活性化に向けた地域貢献活動に取り組んでいます。

挨拶する松浦会長挨拶する越野顧問
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新東出雲支店が完成！　竣工神事・竣工式を行い営業開始！新東出雲支店が完成！　竣工神事・竣工式を行い営業開始！

錦新町へ移転した東出雲支店錦新町へ移転した東出雲支店

　「ＪＡグリーンつだ」「ＪＡグリーンかわつ」両店の生花管理を一元化し、効率的で安定的な新たな生花供給体
制の構築に向け機構改革を実施します。
 令和７年３月令和７年３月よりＪＡグリーンつだを生花供給拠点とし、店舗販売のほか葬祭花の対応、ＪＡグリーンかわつや
グリーンショップで販売する組花やアレジメント等の管理・供給を行います。

JAグリーンにおける運営体制変更のお知らせ

グリーンショップ

営農経済部

産直資材課 園芸特産課 米穀畜産課 営農企画課

ＪＡグリーンかわつ

担い手サポート
センター

中海干拓営農
センター

ＪＡグリーンつだ 八束特産事業所

令和７年４月１日より、八雲支店の窓口業務時間を変更し、融資業務を津田支店へ移管し集約いたします。
皆さまにはご不便をおかけいたしますが、ご理解賜りますようお願い申し上げます。
ＡTMコーナーの営業時間に変更はございませんので、窓口の休止時間中も引き続きご利用ください。

八雲支店「窓口業務時間変更」及び「融資業務移管」のお知らせ

平日の窓口業務時間
変更前 8：45～17：00（信用業務は15：00で終了）

変更後 8：45～11：30、12：30～17：00（信用業務は15：00で終了）
（11：30～12：30の１時間は窓口業務を休止いたします）	

集約する融資業務
①新規の融資に係る手続き全般（相談・受付・契約・実行・返済）
②お取引き中のご融資に係る条件変更手続き
　※お取引き中のご融資の通常のご返済、完済等に係る手続きは、現行どおり八雲支店で取り扱いを行います。

窓口休止時間帯の最寄り・
融資業務集約先支店

津田支店（西津田3ー5ー16　☎24－1818）
　※窓口が混み合いお待ちいただく場合がございますので、予め電話でご予約の上ご来店ください。

※窓口休止時間帯は、防犯上の観点から入口を施錠し、電話は留守番電話となります。

新店舗住所：錦新町８丁目１―５（コーナン東出雲店隣）		ＴＥＬ・ＦＡＸ：52―2022	・	52―6287（変更なし）

　くにびき地区本部が昨年８月から進めてきた東出雲支店移転新築工事が完了し、１月17日に同支店で竣工神事及び竣
工式を行いました。石川寿樹組合長や越野浩昭本部長をはじめ、ＪＡ関係者、施工した㈱大前組や工事関係者など22名
が出席。阿

あ だ か や

太加夜神社の佐草利彦権
ごん

禰
ね ぎ

宜により執り行われた神事で完成が報告され、建物の安泰と事業の繁栄を祈願し
ました。
　続いて竣工式では、越野本部長が施主を代表して「この素晴らしい東出雲支店が、組合員並びに地域の皆さまに寄り
添い、安心してご利用いただける施設となるよう努力して参ります」と挨拶し、一同完成を祝いました。
　また１月20日には、新店舗での営業開始に先立ち、オープニングセレモニーを実施。関係者らによるテープカット後、８
時45分に営業を開始しました。新店舗での営業初日となる当日は、オープンを記念して、紅白もちの配布や女性部東出雲
支部による豚汁のサービスを実施。多くの人が来店し賑わいました。来店者は「オープンを楽しみにしていた。利便性の良
い立地で、今後も利用がしやすくて良かった」と笑顔で話しました。新しくなった東出雲支店でご来店をお待ちしております。

関係者らでテープカット関係者らでテープカット新新設したコミュニティスペースで豚汁のサービス設したコミュニティスペースで豚汁のサービス 玉串奉奠をする石川組合長玉串奉奠をする石川組合長
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くにびき女性部からくにびき女性部からののおすすめ料理おすすめ料理
作ってみませんか？作ってみませんか？
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今月の料理人

グループのみなさん（左から）
・グループ秋桜
　　井上紀美枝 さん
・さんさんクッキンググループ
　　峠　洋子 さん
・おひさま
　　原　和子 さん

キンパ風巻き寿司＆サラダ巻き寿司

※各相談とも無料で
　お受けしています。33

○くにびき統 括 支 店ローンセンター で は、 土 曜 日 
（10：00～15：00）に休日住宅ローン相談を実施
しています。要予約。

※3月の土曜営業日は8日、22日です。
◆お問い合わせは
　  0120-988-380※事前にご予約をお願いします。予約先：開催会場となる支店

日 曜日 相談会内容 場所・予約先電話番号・時間

24 月 税 務 相 談 会 法 吉 支 店(TEL：２１-３６９0)10：00～12：00

節分の「恵方巻」を我が家で作ってみませんか。
具材は何でもOKですが、ちょっとアレンジするだけでいつもの海苔巻
きが韓国風“キンパ”に！！
焼き肉やビビンパの残り物などで、いろいろチャレンジしてみてください。

キンパ風巻き寿司（１本：２人分）

サラダ巻き寿司（１本：２人分）

（酢飯：150g）　（巻き寿司用海苔：1枚）　　
（ほうれん草：1～2束）
　茹でてから、しょうゆ（小さじ1/4）・ごま油（小さじ1/4）であえ、しぼる。
（にんじん：10㎝）
　細めの千切りにし、ごま油（小さじ1）で炒め、塩（適量）をふる。
（たくあん：10㎝）
　細めの千切りにし、ごま油（小さじ1/4）・塩（小さじ1/4）で炒める。
（卵焼き：卵1個）
　砂糖（小さじ1）・みりん（小さじ1）・塩少々で焼く。縦に3等分する。
（牛バラ肉：50g）
　みりん（小さじ1）・酒（小さじ1）に 5分以上漬けたものに、ごま油（小さ
じ1/4）・しょうゆ（小さじ1）・砂糖（小さじ1/2）・にんにく（少々）・しょう
が（少々）を加え弱火で煮詰め、白ごま（適量）をふる。
（白菜キムチ：適量）
　細かく切り、ごま油（適量）で炒め、しぼる。

（酢飯：185ｇ）（巻き寿司用海苔：1枚）　
（卵焼き：卵1個）
　※キンパ風巻き寿司と同じ
（ツナ缶：適量）
　よく搾り、マヨネーズ（適量）であえる。
（きゅうり：適量）
　縦に6等分し、種の部分を取り除く。
（津田かぶ漬：適量）
　細かく切り、よくしぼる。
（カニカマ：適量）
（レタス：適量）

①�巻き簾の上に海苔を乗せ、奥側を3㎝程度空け、酢飯を均一に薄く延ばし、
真ん中に具材を乗せる。

②�具材が溢れないように、手前に押さえながら巻いていく。巻き終わった
ら形を整え、少し置いて馴染ませる。

③食べやすい大きさに切り分ける。

①�巻き簾の上にラップを敷き、酢飯を海苔のサイズより少し広めに、均一に薄く延ばす。
その上に海苔を乗せ、中央より少し手前に具材を乗せる。

②�具材が溢れないように、手前に押さえながら巻いていく。巻き終わったら形を整え、
全体に白いりごま（適量）を付ける。

③食べやすい大きさに切り分ける。

米1合に対し…水 162㏄で炊く。
炊きあがったら 30㏄のすし酢を加え冷ましておく。

作り方

作り方（裏巻き）

酢飯

・巻き簾がなくても、ラップで巻くことができます。（ラップを巻き込まないよう注意す
る）

　馴染むまで休ませ、ラップを巻いたまま切ると型くずれしにくいです。
・サラダ巻きは「裏巻き」で作っていますが、通常の海苔巻きでもできます。

ポイント

３月18日火・19日水3月 ふれあい訪問日

グループ秋桜
井上さんのちぎり絵作品
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